
1 

ローランド株式会社  

2026 年 12 月期 第 1 四半期決算説明会 Q＆A 要旨 

日時：2026 年 5 月 14 日 13:00～13:35 

説明者：財務担当執行役員 CFO 清水 義之、IR 戦略統括 堀 憲治 

 

Q1. 外部環境変化（中東情勢、半導体メモリ、米国関税、為替）の業績予想への影響について、可能な範

囲で考え方を教えてください。 

半導体メモリ価格上昇による減益要因と、米国関税率低下による増益要因が現時点ではおおむね相殺する

との見方です。中東情勢については、原材料の価格高騰に加え、調達面への影響を注視しており、代替調達

の手配を進めております。そのため 2026 年度中の業績見通しへの影響については、価格上昇分を中心とした

影響にとどまる想定ですが、想定比円安という為替動向を踏まえれば、カバー可能な金額インパクトと考えてい

ます。 

 

Q2. 半導体メモリ価格上昇の影響範囲と、追加の価格改定の考え方を教えてください。 

従来は大きな影響は一部の製品にとどまると見ていましたが、足元では複数の製品分野へと拡大しています。

一方、価格改定については、従来通り、市況・競争環境を見ながら機動的に判断していく方針です。 

 

Q3. 第 1 四半期実績について、社内計画比の状況を教えてください。 

売上高について、製品別では鍵盤楽器とギター関連機器が想定を上回り、管打楽器はおおむね計画線、クリ

エーション関連機器と映像音響機器はやや未達でした。地域別では、主要地域はおおむね想定通りでした。

営業利益を含め、全体としては社内計画線での着地となりました。 

 

Q4. 欧州の需要動向について教えてください。 

欧州では、特段の需要悪化や競争環境の悪化は感じていません。前年の Dealer 倒産影響の反動もあり、

出荷は持ち直している状況です。 

 

Q5. 市場が緩やかに回復する中、好調な製品について教えてください。 

1-3 月期は、市場は各地域とも昨年後半から底打ち・緩やかな回復局面が続きました。その中で、ドラムやギ

ター関連などの新製品が、前年同期比で売上を押し上げております。 

 

Q6. 販管費はどの程度機動的にコントロール可能ですか。 

基本的にはバッファを持った運営はしていませんが、状況次第では強弱を付けていくことは考えられます。短期

的には広告宣伝費などが調整対象になり得ます。ただし、中期経営計画の推進に必要な投資は継続する考

えであり、現時点で大きく絞る前提ではありません。 
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Q7. 実効税率が 1Q で低く見える理由を教えてください。 

当社では例年、上期より下期に利益が出やすい構造にあります。その中でも、上期はマレーシアの製造子会

社で税金負担の少ない利益計上が先行しやすいため、実効税率が低く出る傾向があります。後半にかけては

販売子会社群の利益と税負担が増加するため、通期では平準化していく見通しです。 

 

Q8. AI 関連の取り組み（Melody Flip など）の狙いと今後の展開を教えてください。 

当社では AI は音楽表現を代替するものではなく、ミュージシャンやクリエイターの創造性を支援するツールだと

考えています。例えば、ソニーコンピュータサイエンス研究所の研究成果を取り入れて開発したメロディー生成ソ

フトウェア「Melody Flip」は、Roland Cloud 登録者向けに無料で提供し、クラウド上での顧客接点拡大を狙

います。また、AI エフェクターなど実験的な取り組みも進めており、外部パートナーとの共創を通じて AI の活用

を進めていきます。 

 

 

※本資料は、ご出席者様から頂戴した主な質問をとりまとめたものです。回答の意図をより分かりやすくするため

一部加筆修正を行っております 

 

免責事項 

本資料には、ローランド株式会社の現時点における予測に基づく記述が含まれています。 

これら将来に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性その他の要因が内在しており、 

当社における実際の業績と異なる恐れがあります。 


